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2007.11.30

～2009.11.30

更
新

の
講
義
内
容

音
韻
の
響
き
と
弾
み

22日
本
語
に
於
け
る
音
韻
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
ず
理
会
し
て
お
き
た
い
こ
と
を
列
挙
し
て
み
る
に
、

日
本
語
の
音
調

二
拍
以
上
の
音
節
語
が
膠
着
し
て
発
音
さ
れ
る
と
、
一
つ
の
音
調
を
伴
っ
て
い
る
。

あ
め
【
雨
】

は
し
【
橋
】

く
も
【
雲
】

は
な
【
花
】

う
み
【
海
】

か
き
【
柿
】

あ
め
【
飴
】

は
し
【
箸
】

く
も
【
蜘
蛛
】

は
な
【
鼻
】

う
み
【
膿
み
】

か
き
【
牡
蠣
】

こ
の
二
拍
語
の
音
調
は
、
日
本
語
で
は
東
西
に
お
い
て
音
の
高
低
に
差
が
見
え
て
い
る
。

※
一
休
さ
ん
の
頓
智
話
「
こ
の
は
し
を
わ
た
る
べ
か
ら
ず
」
が
関
東
の
人
に
は
通
じ
な
い

【
橋
】
と
【
端
】

※
感
謝
の
こ
と
ば
で
あ
る
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
関
東
で
は
「
あ
り
が
と
う
」
、
関
西
で
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
発

音
表
現
す
る
。

○
固
有
の
日
本
語
に
は
、
語
頭
に
ラ
行
音
を
有
す
る
語
は
存
在
し
な
い
。
所
謂
、
漢
語
の
流
入
に
順
い
ラ
行
音
の
こ
と

ば
が
日
本
語
に
定
着
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
付
属
語
で
あ
る
助
動
詞
「
る
」
「
ら
る
」
に
つ
い
て
は
動
詞
の
活
用
語
尾

と
し
て
存
在
す
る
。
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○
固
有
の
日
本
語
に
は
、
濁
音
を
語
頭
に
置
く
こ
と
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
等
の
語
も
漢
語
流
入
に
伴
う
形
で
生
じ
て

き
て
い
る
。

○
奈
良
時
代
の
日
本
語
の
音
節
は
、
万
葉
仮
名
表
記
を
基
に
八
十
七
種
が
用
い
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。

阿
伊
宇
衣
於

加
伎
（
紀
）
久
祁
（
氣
）
古
（
許
）

佐
斯
須
勢
蘇
（
曾
）

多
知
都
弖
斗
（
登
）

那
爾
奴
泥
怒
（
能
）

波
比
（
斐
）
布
弊
（
閇
）
富

麻
美
（
微
）
牟
賣
（
米
）
毛

夜
○
由
延
用
（
餘
）

羅
理
琉
禮
漏
（
呂
）

和
韋
○
惠
袁
（
以
上
清
音
六
十
音
）

賀
藝
（
疑
）
具
牙
（
宜
）
呉
（
碁
）

邪
士
受
是
俗
（
叙
）

陀
遲
豆
傳
度
（
抒
）

婆
毘
（
備
）
夫
辨
（
倍
）
煩
（
以
上
濁
音
二
十
七
音
）

○
平
安
時
代
に
成
っ
て
、
イ
音
便
や
ウ
音
便
が
発
生
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
語
間
・
語
末
に
於
け
る
イ
・
ウ
の
音
が
著
し

く
増
加
す
る
。

○
平
安
時
代
に
は
「
連
声
」
と
呼
称
す
る
音
変
化
が
新
た
に
発
生
す
る
。
漢
語
の
複
合
に
伴
っ
て
起
こ
る
現
象
で
、
下
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接
語
の
語
頭
に

が
加
わ
る
音
変
化
で
あ
る
。

n
m
t

因
縁
〔
イ
ン
ネ
ン
〕

仁
和
〔
ニ
ン
ナ
〕

觀
音
〔
ク
ワ
ン
ノ
ン
〕

散
位
〔
サ
ン
ミ
〕

陰
陽
〔
オ
ム
ミ
ヤ
ウ
〕

闕
掖
〔
ケ
ツ
テ
キ
〕

發
意
〔
ホ
ツ
チ
〕

○
「
梅
」
「
馬
」
「
生
ま
る
」
「
う
ば
ら
」
な
ど
の
語
頭
音
は
、
奈
良
時
代
ま
で
は
「
ウ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、

平
安
時
代
に
な
っ
て
、
下
接
語
の

ｂ
音
の
変
化
が
現
れ
、

音
と
な
る
。

m

m

「
梅
」〔
ム
メ
〕

「
馬
」
〔
ム
マ
〕

「
生
ま
る
」〔
ム
マ
ル
〕

「
う
ば
ら
」〔
ム
バ
ラ
〕

○
鎌
倉
時
代
に
は
長
音
が
発
生
し
た
。

「
草
（
サ
ウ
）
、
行
（
カ
ウ
）
、
方
（
ハ
ウ
）
、
性
（
シ
ャ
ウ
）
」
、

ソ
ー

コ
ー

ホ
ー

シ
ョ
ー

「
こ
た
ふ
」
【
答
】
、
「
た
ふ
と
し
」
【
尊
】
、
「
あ
ふ
」
【
逢
】
、

コ
ト
ー

ト
ー
ト
シ

オ
ー

【
法
師
】
ホ
フ
シ
→
ホ
ー
シ

○
室
町
時
代
～
江
戸
時
代

【
酒
】sake

shake

○
近
代
～
現
代

私
た
ち
は
が
記
憶
す
る
こ
と
ば
の
三
万
語
の
う
ち
、
半
分
の
一
万
五
千
語
を
一
年
に
一
度
か
二
度
し
か
使
わ
な
い
。

実
は
、
約
三
千
語
を
使
用
す
る
の
が
基
本
語
で
あ
ろ
う
。
母
音
の

五
つ
。
子
音

の
十
七
音
、
音

a
i
u
e
o

k
s
t

節
も
約
一
〇
〇
と
い
う
。
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〈
コ
ラ
ム
〉
次
の
語
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
〔
※
二
〇
〇
二
年
に
出
現
し
た
次
の
若
者
こ
と
ば
は
、
二
〇
〇
九
年
の

若
者
た
ち
に
意
味
理
解
は
可
能
か
？
〕

①
モ
ス
る

②
マ
ク
る

③
コ
ピ
る

④
カ
フ
ェ
る

⑤
ビ
リ
る

⑥
び
よ
る

⑦
こ
く
る

⑧
ス
タ
バ
る

身
分
違
い
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

平
安
後
期
の
貴
族
と
民
衆
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
当
代
の
説
話
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
の
説
く

と
こ
ろ
の
宇
治
大
納
言
隆
国
の
話
し
を
紹
介
し
よ
う
。
貴
族
社
会
が
階
層
の
ち
が
い
で
直
接
相
手
に
こ
と
ば
を
交
わ
す

こ
と
す
ら
し
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
風
習
は
確
乎
た
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、
「
声
づ
く
ろ
い
」
や
「
目
配
せ
」
と
い
っ
た
仕
種
に
加
え
て
、
手
振
り
身
振
り
で
の
動
作

こ
わ

式
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
表
現
で
あ
っ
た
。

け
じ
め
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
は
最
善
の
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

実
際
、
摂
関
家
藤
原
氏
最
後
の
関
白
職
で
あ
っ
た
藤
原
忠
実
の
日
記
『
殿
暦
』
の
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
正
月
一

日
の
記
事
を
み
る
と
、

康
和
五
年
正
月
一
日
、
〈
辛
巳
、
〉
天
晴
、
寅
刻
許
拝
天
地
四
方
、
其
儀
東
対
南
面
…
頃
之
（
し
ば
し
あ
り
て
）

時
範
朝
臣
來
云
、
師
遠
朝
臣
候
、
余
答
云
、

コ
ナ
タ

に
召
せ

、
退
還
、
師
遠
朝
臣
來

天

居
戸
許
、
余
目
之
、
師
遠
稱
唯
、
進
」
、

叙
位
勘
文
、
余
乍
筥
取
之
置
前
見
、
問
不
審
事
等
、
見
了
止
勘
文
、
返
給
答
、
師
遠
退
歸
、
余
還
入
、
頃
之
着
束

帯
ウ
チ
シ
タ
カ
サ

ね
朔
日
多
着
之

と
あ
っ
て
、
此
の
部
分
を
訓
読
す
る
に
「
師
遠
の
朝
臣
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
。
余
、
答
え
て
云
く
、
「
こ
な
た
に
召
せ
」
退
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き
還
る
。
師
遠
朝
臣
、
来
た
り
て
、
戸
の
も
と
に
居
る
。
余
、
こ
れ
を
目
す
。
師
遠
、
唯
を
稱
し
て
叙
位
の
勘
文
を
進

い

ま
う

む
。
と
な
る
。

こ
こ
で
上
位
者
で
あ
る
関
白
忠
実
は
、
師
遠
朝
臣
に
口
も
聞
か
ず
目
配
せ
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
中
級
貴
族

で
あ
る
師
遠
朝
臣
は
「
お
う
」
と
返
事
を
し
て
、
忠
実
の
前
へ
文
書
案
を
差
し
出
す
と
い
っ
た
一
連
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
種
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
時
代
、
こ
と
ば
を
交
わ
す
こ
と
は
同
等
の
身
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
直
接
会
話
を
避
け
る
こ
と
が
上
下
間
の
規
律
原
則
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
両
者
の

間
で
す
ら
こ
の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
か
ら
し
て
、
貴
族
と
庶
民
で
は
口
も
聞
か
ず
、
逢
い
も
し
な
い
。
こ
こ
に
取
り
次

ぎ
の
役
割
を
果
た
す
年
長
け
た
仲
介
人
や
童
部
な
ど
の
仲
介
者
が
介
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
こ
と
都
を
離
れ
、
旅
程
の
身
と
も
成
る
と
貴
族
と
て
も
こ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
紀
貫
之
『
土
左
日
記
』

に
う
か
が
え
る
よ
う
な
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
が
見
え
て
い
る
か
ら
こ
れ
ま
た
妙
趣
と
い
え
よ
う
。
和
泉
の
灘
の
箇
所
で
、

「
船
と
く
漕
げ
。
日
の
よ
き
に
。
」
と
催
せ
ば
、
楫
取
、
船
子
供
に
曰
は
く
、
「
御
船
よ
り
お
ほ
せ
た
ぶ
な
り
。

み

朝
北
の
出
で
来
ぬ
さ
き
に
、
綱
手
早
曳
け
。
」
と
言
ふ
。
こ
の
言
葉
の
歌
の
や
う
な
る
は
、
楫
取
の
お
の
づ
か
ら

ぎ
た

の
言
葉
な
り
。
楫
取
は
う
つ
た
へ
に
、
我
歌
の
や
う
な
る
こ
と
言
ふ
と
に
も
有
ら
ず
。
聞
く
人
の
、
「
あ
や
し
く

歌
め
き
て
も
言
ひ
つ
る
か
な
。
」
と
て
、
書
き
出
だ
せ
れ
ば
、
げ
に
三
十
文
字
あ
ま
り
な
り
け
り
。
今
日
、
「
波

な
立
ち
そ
。
」
と
、
人
々
ひ
ね
も
す
に
祈
る
験
有
り
て
、
風
波
立
た
ず
。

と
あ
っ
て
、
貫
之
自
身
が
舵
取
り
に
直
接
声
を
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
舵
取
り
は
こ
の
こ
と
ば
に
応
じ
て
、
船
上
か

ら
曳
舟
の
綱
を
取
っ
て
い
る
海
岸
淵
の
水
夫
に
大
声
で
そ
の
旨
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
実
に
珍
し
き
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
茲
に
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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十
二
世
紀
の
下
衆
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
『
伴
大
納
言
絵
詞
』

こ
の
絵
詞
は
、
伴
大
納
言
善
男
の
「
應
天
門
の
放
火
事
件
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
件
の
顛
末
は
、

こ
の
善
男
の
家
に
出
納
と
し
て
仕
え
て
い
た
男
と
そ
の
隣
家
の
左
兵
衛
の
舎
人
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
男
が
市
井
人
の

子
供
の
喧
嘩
に
根
ざ
し
た
些
細
な
い
ざ
こ
ざ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

内
容
構
成
は
、
①
放
火
さ
れ
、
炎
上
す
る
応
天
門

②
無
実
の
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
る
左
大
臣
源

信
と
、
嘆
き
悲
し

み
な
も
と
の
ま
こ
と

む
女
房
ら
③
舎
人
の
子
供
の
喧
嘩
か
ら
、
真
犯
人
が
発
覚

④
伴
善
男
を
捕
ら
え
る
検
非
違
使
の
一
行
と
な
っ
て
い
る
。

http://w
w

w
.yom

iuri.co.jp/tabi/sketch/20061101tb03.htm

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
伴
大
納
言
絵
巻
」N

H
K

B
Shi

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
伴

大
納
言
絵
巻
」〔2007

年11

月12

日
（
月
）
午
後2:00

～
午
後3:50

（110

分
）
〕

10

月15

日
（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

9:00

～10:00

▽
平
安
の
政
界
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
国
宝
伴
大
納
言
絵
巻
の
謎
解
明
▽
四
十
五
ア
ー
ト
シ
ー
ン

出
演/

手
塚
雄
二

檀
ふ

み

野
村
正
育
「
新
日
曜
美
術
館
」
▽
国
宝
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
を
所
蔵
す
る
出
光
美
術
館
は
二
年
前
、
東
京
文
化
財

研
究
所
に
依
頼
し
て
ハ
イ
テ
ク
技
術
に
よ
る
科
学
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
秋
、
そ
の
調
査
の
成
果
と
と
も
に
『
伴
大

納
言
絵
巻
』
全
巻
が
公
開
さ
れ
た
。
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
は
、
平
安
時
代
に
大
内
裏
の
応
天
門
が
炎
上
す
る
と
い
う
実

際
に
起
き
た
放
火
事
件
を
基
に
描
か
れ
て
お
り
、
上
・
中
・
下
巻
合
わ
せ
て
二
十
七
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
大
作
で
あ
る
。

絵
巻
の
作
者
は
、
十
二
世
紀
を
代
表
す
る
宮
廷
絵
師
の
常
磐
光
長
。
科
学
調
査
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
彼
の
卓
越
し
た

と

き

わ

み

つ

な

が

構
成
力
や
、
宮
廷
内
部
に
出
入
り
し
た
者
で
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
正
確
さ
で
描
き
出
さ
れ
た
当
時
の
人
々
の
姿
を
紹



- 7 -

介
し
、
絵
巻
の
醍
醐
味
を
伝
え
る
。

だ

い

ご

み

貴
族
が
云
う
「
囀
り
」
と
云
う
こ
と
ば

「
囀
り
」
は
、
鳥
の
鳴
き
声
を
云
う
の
だ
が
、
こ
れ
を
同
じ
く
人
の
こ
と
ば
に
用
い
て
「
鳥
の
鳴
く
よ
う
に
無
意
味

で
不
可
解
な
言
語
」
と
云
う
ふ
う
に
短
絡
に
考
え
が
ち
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
湛
然
に
見
極
め
て
い
く
と
、
「
さ
へ
づ

る
」
と
は
、
古
語
「
さ
ひ
づ
る
」
で
あ
る
。
こ
の
「
さ
ひ
づ
る
」
な
る
語
の
前
身
の
語
と
し
て
『
万
葉
集
』
の
枕
詞
に

「
さ
ひ
づ
る
や
」
「
さ
ひ
づ
ら
ふ
」
（
韓
・
漢
）

さ
ら
に
「
こ
と
さ
へ
く
」
（
韓
・
百
濟
）
が
あ
る
。
現
代
語
で
、
騒

々
し
く
口
々
に
言
い
合
う
声
を
象
徴
語
音
で
「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
と
摸
冩
す
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
二
十
八
、
頼
光
郎
等
共
、
紫
野
見
物
語
第
二

今
昔
、
攝
津
ノ
守
源
ノ
頼
光
ノ
朝
臣
ノ
郎
等
ニ
テ
有
ケ
ル
、
平
ノ
貞
道
・
平
ノ
季
武
・
□
ノ
公
時
ト
云
フ
三
人
ノ
兵

有
ケ
リ
。
皆
、
見
目
ヲ
設

掩
ク
、
手
聞
キ
魂
太
ク
思

量
有
テ
、
愚
ナ
ル
事
无
カ
リ
ケ
リ
。
然
レ
バ
東
ニ
テ
モ
度
掩
吉

キ
ラ
キ
ラ
シ

オ
モ
バ
カ
リ

キ
事
共
ヲ
シ
テ
、
人
ニ
被
恐
タ
ル

兵

共
也
ケ
レ
バ
、
攝
津
ノ
守
モ
此
レ
等
止
事
无
キ
者
ニ
シ
テ
、
後
前
ニ
立
テ
ゾ
仕

ド
モ

ツ
ハ
モ
ノ

ヤ
ム

ヒ
ケ
ル
。

而
ル
間
、
賀
茂
ノ
祭
ノ
返
サ
ノ
日
、
此
ノ
三
人
ノ

兵

云
合
セ
テ
、「
何
カ
デ
カ
今
日
物
ハ
可
見
キ
」
ト
謀
ケ
ル
ニ
、

ツ
ハ
モ
ノ

「
馬
ニ
乗
リ
次
キ
テ
紫
野
ヘ
行
カ
ム
ニ
、

極

ク
見
苦
カ
ル
ベ
シ
。
歩
ヨ
リ
顔
ヲ
塞
ギ
テ
可
行
キ
ニ
ハ
非
ズ
。
物
ハ

極

ツ
ヅ

イ
ミ
ジ

キ
ハ
メ

テ
見
マ
欲
シ
、
何
ガ
可
為
キ
」
ト
歎
ケ
ル
ニ
、
一
人
ガ
云
ク
、
「
去
来
、

某

大
徳
ガ
車
ヲ
借
テ
、
其
ニ
乗
テ
見
ム
」

ナ
ニ
ガ
シ
ダ
イ
ト
ク

ト
。
亦
一
人
ガ
云
ク
、
「
不
乗
知
ヌ
車
ニ
乗
テ
、
殿
原
ニ
値
ヒ
奉
テ
、
引
落
シ
テ
被

蹴
ヤ
、
由
无
キ
死
ニ
ヲ
ヤ
セ
ム
ズ

ク
エ
ラ
レ
テ

シ
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ラ
ム
」
ト
。
今
一
人
ガ
云
ク
、
「
下

簾
ヲ
垂
テ
女
車
ノ
樣
ニ
テ
見
ム
ハ
何
ニ
」
ト
。
今
二
人
ノ
者
、
「
此
ノ
義
吉
カ
リ

シ
タ
ス
ダ
レ

ナ
ム
」
ト
云
テ
、
此
ク
云
フ
大
徳
ノ
車
、
既
ニ
借
持
来
ヌ
。
下

簾
ヲ
垂
テ
、
此
ノ
三
人
ノ
兵
、

賎

ノ
紺
ノ
水
干
袴
ナ

カ
リ
モ
チ
キ
タ

シ
タ
ス
ダ
レ

ア
ヤ
シ

ド
ヲ
着
乍
ラ
乗
ヌ
。

履
物
共
ハ
皆
車
ニ
取
入
レ
テ
、
三
人
袖
モ
不
出
サ
ズ
シ
テ
乗
ヌ
レ
バ
、
心
虱
キ
女
車
ニ
成
ヌ
。

ハ
ク

ニ
ク

然
テ
紫
野
樣
ニ
遣
セ
テ
行
ク
程
ニ
、
三
人
乍
ラ
、
未
ダ
車
ニ
モ
不
乗
ザ
リ
ケ
ル
者
共
ニ
テ
、
物
ノ
盖
ニ
物
ヲ
入
テ
振

ヤ
ラ

ナ
ガ

ノ

ラ

ド
モ

ラ
ム
樣
ニ
、
三
人
被
振
合
テ
、
或
ハ
立
板
ニ
頭
ヲ
打
チ
、
或
ハ
己
等
ド
チ
頬
ヲ
打
合
セ
テ
仰
樣
ニ
倒
レ
、
凰

シ
樣
ニ

凰

ノ
ケ

ウ
ツ
フ

ウ
ツ
フ

シ

轉

テ
行
ク
ニ
、
惣
テ
可
堪
キ
ニ
非
ズ
。
如

此
ク
シ
テ
行
ク
程
ニ
、
三
人
乍
ラ
酔
ヌ
レ
バ
、
踏
板
ニ
物
突
散
シ
テ
、

マ
ロ
ビ

タ

フ

ベ

カ
ク
ノ
ゴ
ト

ナ
ガ

エ
ヒ

フ
ミ
イ
タ

ツ
キ
チ
ラ

烏
帽
子
ヲ
モ
落
シ
テ
ケ
リ
。
牛
ノ
一
物
ニ
テ
、
早
ク
引
ツ
ヽ
行
ケ
バ
、
横
ナ
ハ
リ
タ
ル
音
共
ニ
テ
、
「
痛
ク
ナ
不
早
メ

エ

ボ

ウ

シ

コ
ヱ

ド
モ

は

や

ソ
々
々
ソ
」
ト
云
行
ケ
バ
、
同
ク
遣
次
ケ
テ
行
ク
車
共
モ
、
後

ナ
ル
歩
チ
雜
色
共
モ
、
此
ヲ
聞
テ

恠

ビ
テ
、「
此
ノ

女
房

ハ
ヤ
メ

シ
リ
ヘ

カ

ザ
フ
シ
キ

ア
ヤ
シ
ビ

ニ
ヨ
ウ
バ
ウ

車
ノ
、
何
ナ
ル
人
ノ
乗
タ
ル
ニ
カ
有
ラ
ム
、東

鴈
ノ
鳴
合
タ
ル
樣
ニ
テ
吉
ク
□
タ
ル
ハ
、
心

モ
不
得
ヌ
事
カ
ナ
。
東

人

ア
ヅ
マ
ノ
カ
リ

ナ
キ
ア
ヒ

ヤ
ウ

コ
コ
ロ

エ

ア
ヅ
マ
ウ
ド

ノ
娘
共
ノ
物
見
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」
ト
思
ヘ
ド
モ
、
音
氣
ハ
ヒ
大
キ
ニ
テ
男
音
也
、
惣
テ
心
不
得
ズ
ゾ
思
ケ
ル
。

コ
ヱ
ノ
ケ

此
テ
、
既
ニ
紫
野
ニ
行
着
テ
車
掻
下
シ
テ
立
テ
バ
、
餘
リ
疾
ク
行
テ
立
ツ
レ
バ
、
事
成
ル
ヲ
待
ツ
程
ニ
、
此
ノ
者
共
、

車
酔
シ
タ
ル
心
地
共
ナ
レ
バ
、
極
テ
心
地
悪
ク
成
テ
、
目

轉

テ

万

ノ
物
逆
樣
ニ
見
ユ
。
痛
ク
酔
ニ
ケ
レ
バ
、
三
人

ク
ル
ベ
キ

ヨ
ロ
ヅ

乍
ラ
尻
ヲ
逆
樣
ニ
テ
寝
入
ニ
ケ
リ
。

ネ

イ

リ

而
ル
間
ニ
、
事
成
テ
物
共
渡
ル
ヲ
、
死
タ
ル
樣
ニ
寝
タ
ル
者
共
ナ
レ
バ
、
露
不
知
デ
止
ヌ
。
事
畢
テ
車
共
懸
ケ
騒
グ

ツ
ユ

シ

ラ

ヤ
ミ

ハ
テ

時
ニ
ナ
ム
目
悟
メ
テ
驚
タ
リ
ケ
ル
。
心
地
ハ
悪
シ
、
寝
入
テ
物
ハ
不
見
ズ
成
ヌ
レ
バ
、
腹
立
シ
ク
妬
タ
ク
思
フ
事
无
限

サ

キ
ニ
、「
亦
返
サ
ノ
車
飛
バ
シ
騒
ム
ニ
、
我
等
ハ
生
テ
ハ
有
ナ
ム
ヤ
。
千
人
ノ
軍
ノ
中
ニ
馬
ヲ
走
ラ
セ
テ
入
ラ
ム
事
ハ
、

常
ニ
習
タ
ル
事
ナ
レ
バ
不
怖
ズ
。
只
貧
窮
氣
ナ
ル
牛

飼

童
ノ

奴

獨

ニ
身
ヲ
任
セ
テ
、
此
ク
被
哉
レ
テ
ハ
、
何
ノ
益

ウ
シ
カ
ヒ
ワ
ラ
ハ

ヤ
ツ
コ
ヒ
ト
リ

レ
ウ
ゼ
ラ

ノ
可
有
キ
ゾ
。
此
車
ニ
テ
亦
返
ラ
バ
我
等
ガ
命
ハ
有
ナ
ム
ヤ
。
然
レ
バ
只
暫
シ
、
此
テ
有
ラ
ム
。
然
テ
、
大
路
ヲ
、
澄

シ
テ
、
歩
ヨ
リ
可
行
キ
也
」
ト
定
メ
テ
、
人
澄
テ
後
、
三
人
乍
ラ
車
ヨ
リ
下
ヌ
レ
バ
、
車
ハ
返
シ
遣
ツ
。
其
ノ
後
、
皆
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□
ヲ
履
テ
、
烏
帽
子
ヲ
鼻
ノ
許
ニ
引
入
テ
、
扇
ヲ
以
テ
顔
ヲ

塞

テ
ゾ
、
攝
津
ノ
守
ノ
一
条
ノ
家
ニ
ハ

返

タ
リ
ケ
ル
。

エ

ボ

ウ

シ

モ
ト

フ
サ
ギ

カ
ヘ
リ

季
武
ガ
後
ニ
語
リ
シ
也
、「
猛
キ

兵

ト
申
セ
ド
モ
、
車
ノ
戦
ハ
不
用
ニ

候

ナ
リ
。
其
ヨ
リ
後
懲
ト
モ
懲
テ
車
ノ

當

ツ
ハ
モ
ノ

サ
ブ
ラ
フ

ノ
チ
コ
リ

コ
リ

ア
タ
リ

ニ
ハ
不
罷
リ
寄
ズ
」
ト
。

マ

カ

リ

ヨ
ラ

然
レ
バ
、
心
猛
ク
思

量
賢
コ
キ
者
共
ナ
レ
ド
モ
、
未
ダ
車
ニ
一
度
モ
不
乗
ザ
リ
ケ
ル
者
共
ニ
テ
、
此
ゾ
悲
シ
テ
酔

オ
モ
バ
カ
リ

ド
モ

ノ

ラ

ド
モ

カ
ク

死
タ
リ
ケ
ル
、
嗚
呼
ノ
事
也
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
也
。
〔
大
系
五

頁
⑪
～

頁
⑨
〕

54

56

こ
の
女
車
に
乗
っ
た
東
国
武
士
三
人
の
「
横
ナ
ハ
リ
タ
ル
音
」
は
、
當
時
の
京
都
こ
と
ば
が
標
準
語
で
、
こ
れ
と
異

こ
ゑ

な
る
地
方
田
舎
こ
と
ば
が
喩
え
て
れ
ば
、「
東

鴈
ノ
鳴
合
タ
ル
樣
」
に
聞
こ
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
訛
り
」
語
、「
訛

あ
づ
ま
の
か
り

り
」
声
は
京
人
に
と
っ
て
は
か
ま
び
す
く
耳
に
障
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
さ
へ
ず
る
【
囀
】
」
と
い
う
動
詞
表
現
が
用
い

ら
れ
て
く
る
所
以
か
。

こ
こ
で
は
、
「
さ
へ
ず
る
【
囀
】
」
と
い
う
表
現
は
見
え
な
い
が
、
紫
式
部
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
〔
寛
弘
五
年
（
一

〇
〇
八
）
〕
の
な
か
で
、
「
あ
や
し
き
賤
の
男
の
さ
へ
づ
り
あ
り
く
け
し
き
ど
も
ま
で
、
い
う
ふ
し
に
立
ち
顔
な
り
」

（

晴

れ

の

儀

）

と
身
分
の
低
い
男
ど
も
が
邸
内
で
立
ち
働
く
と
き
の
話
ぶ
り
を
「
囀
り
」
と
表
現
し
て
い
る
。

次
に
、
異
国
語
の
声
は
ど
の
よ
う
に
聞
き
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
〇
三
段
に
「
東
大
寺

華
厳
会
の
事
」
［
巻
第
八
・
五
］
に
、

け

ご

ん

ゑ

こ
れ
も
今
は
昔
、
東
大
寺
に
恒
例
の
大
法
会
あ
り
。
華
厳
会
と
ぞ
い
ふ
。
大
仏
殿
の
内
に
高
座
を
立
て
て
、
講
師
上

だ

い

ほ

ふ

ゑ

か

う

ざ

か

う

じ

の
ぼ

り
て
、
堂
の
後
よ
り
か
い
消
つ
や
う
に
し
て
、
逃
げ
て
出
つ
る
な
り
。
古
老
の
伝
へ
て
曰
く
、「
御
堂
建
立
の
は
じ
め
、
鯖

う
し
ろ

け

い
は

み

だ

う

こ
ん
り
ふ

さ
ば

売
る
翁
来
た
る
。
こ
こ
に
本
願
の
上
皇
召
し
と
ど
め
て
、
大
会
の
講
師
と
す
。
売
る
所
の
鯖
を
、
経

机
に
し
置
く
。

お
き
な

だ

い

ゑ

か

う

じ

き
ゃ
う
づ
く
ゑ

変
じ
て
八
十
華
厳
経
と
な
る
。
即
ち
講
説
の
間
、
梵
語
を
さ
へ
づ
る
。
法
会
の
中
間
に
、
高
座
に
し
て
た
ち
ま
ち
失

す
な
は

あ
ひ
だ

ぼ

ん

ご

ほ

う

ゑ

う

せ
を
は
り
ぬ
」
。
ま
た
曰
く
、
「
鯖
を
売
る
翁
、
杖
を
持
ち
て
鯖
を
担
う
。
そ
の
物
の
数
八
十
、
則
ち
変
じ
て
八
十
華

す
な
は
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厳
経
と
な
る
。
件
の
杖
の
木
、
大
仏
殿
の
内
、
東
回
廊
の
前
に
突
き
立
つ
。
た
ち
ま
ち
に
枝
葉
を
な
す
。
こ
れ
白
榛

く
だ
ん

び
ゃ
く
し
ん

の
木
な
り
。
今
伽
藍
の
栄
衰
へ
ん
と
す
る
に
随
ひ
て
、
こ
の
木
栄
え
、
枯
る
」
と
い
ふ
。
か
の
会
の
講
師
、
こ
の
比

が

ら

ん

し
た
が

こ
ろ

ま
で
も
、
中
間
に
高
座
よ
り
お
り
て
、
後
戸
よ
り
か
い
消
つ
や
う
に
し
て
出
づ
る
事
、
こ
れ
を
ま
な
ぶ
な
り
。

け

こ
の
鯖
の
杖
の
木
、
三
十
四
年
が
前
ま
で
は
、
葉
は
青
く
て
栄
え
た
り
。
そ
の
後
な
ほ
枯
木
に
て
立
て
り
し
が
、
こ

さ
き

の
ち

か

れ

き

の
度
平
家
の
炎
上
に
焼
け
を
は
り
ぬ
。
世
の
末
ぞ
か
し
と
口
惜
し
か
り
け
り
。

た
び

く

ち

を

と
あ
っ
て
、
聖
武
天
皇
の
御
代
、
東
大
寺
毘
盧
遮
那
佛
の
供
養
に
関
わ
る
譚
で
、『
東
大
寺
要
録
』『
今
昔
物
語
集
』『
建

久
御
巡
禮
行
記
』
『
古
事
談
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
有
名
な
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
梵
語
を
さ
へ
づ
る
」
と
表

ぼ

ん

ご

現
す
る
。
こ
の
「
囀
る
」
は
、
「
意
味
不
可
解
な
が
ら
も
朗
々
と
語
り
響
く
」
意
に
と
れ
よ
う
。

ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
三
十
一
、
「
陸
奥
國
安
倍
頼
時
、
行
胡
國
空
返
語
第
十
一
」
に
、

「
若

シ

此
ノ

船
ヲ

見
テ

云
ニ
ヤ

有
ム

」
ト

思
ヘ
バ

、
怖

シ
ク
テ

弥
ヨ

隠
レ
テ

見
ル

程
ニ

、
此

ノ

胡
ノ

人
一
時
許
囀
合

テ

、
河

ニ

ハ
ラ
／
＼
ト
打

入
テ

渡
ケ
ル

ニ
、
千
騎
許

ハ

有
ラ
ム

ト
ゾ

見
エ
ケ
ル
。

と
あ
っ
て
、
胡
人
の
話
し
声
を
「
囀
る
」
と
表
現
す
る
。
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
「
か
ら
さ
へ
づ
り
」
の
訓
を
見

出
す
こ
と
か
ら
も
異
国
の
こ
と
ば
で
語
ら
れ
る
声
を
聞
い
た
本
邦
の
書
き
手
が
「
囀
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
を
確
認
で

き
よ
う
。

古
辞
書
に
動
詞
「
囀
り
」
は
ど
う
記
載
さ
れ
て
い
る
か

平
安
時
代
後
期
に
成
る
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
正
宗
敦
夫
仮
名
索
引
）
に
は
、

サ
ヘ
ツ
リ
ト
ナ
フ

喝
甍



- 11 -

サ
ヘ
ツ
ル

嚇
・
尅
・
憚
・
戡
・
嘲
・
囀
・
嘶
・
穉
・
檐
・
痣
・
破
・
語
・
譯
・
詠

と
云
っ
た
漢
字
の
訓
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
安
時
代
後
期
に
成
る
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
〔
下
卷
、
左
部
動

物
門

オ
②
〕〔
下
卷
、
左
部
辞
字
門

オ
⑤
〕
に
、

44

50

囀
サ
ヘ
ツ
ル

テ

ン囀
サ
ヱ
ツ
ル

鳴
吟
也

洟
・
譯
・
怐
・
憚
・
歌

已
上
同

と
あ
っ
て
、
語
注
記
に
「
鳥
吟
也
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
も
當
時
既
に
鳥
の
鳴
き
声
様
を
表
現
す
る
と
き
に
用
い
る
こ

と
ば
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
動
詞
「
囀
り
」
は
、
が
や
が
や
と
言
い
騒
ぐ
人
の
声

に
も
及
ぶ
こ
と
ば
で
あ
っ
た
こ
と
、
田
舎
訛
り
の
話
し
ぶ
り
も
、
ま
た
異
国
人
が
喋
る
こ
と
ば
も
「
囀
り
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
お
き
た
い
。
現
代
の
私
た
ち
は
、
「
鳥
の
囀
り
」
を
決
し
て
喧
し
い
と
は
捉
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
が
共
存
す
る
こ
と
ば
表
現
が
こ
の
「
囀
り
」
な
の
だ
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

象
徴
語
〔
擬
音
語
擬
態
語
〕
の
表
現

①
グ
ワ
ラ

貼
と
。
［
雷
・
湯
］
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曲
足
ノ
几
ヤ
ニ
ヨ
リ
カ
ヽ
リ
蒲
團
ナ
ト
ニ
坐
兎
物
ヲ
案
シ
詩
文
ヲ
吟
兎
イ
テ
茶
ノ
湯
ヲ
ワ
カ
イ
テ
ニ
ヤ
ス
ヲ
ト
ヲ

キ
ケ
ハ
湯
ノ
ク
ラ

貼
ト
ニ
エ
テ
ト
キ

貼
グ
ワ
ラ

貼
ト
ク
ヅ
ル
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ト
カ
ス
ル
ソ
〔

８
ウ
〕

54

②
ト
ロ
リ
と
、
ド
ロ
リ
と

客
人
ノ
ク
ル
ニ
ハ
マ
ツ
酒
ニ
ト
ロ
リ
ト
ヨ
ウ
タ
ソ
〔
二
〇

ウ
〕

30

ド
ロ
リ
ト
ヨ
ウ
テ
泥
土
ノ
如
ニ
ア
ツ
タ
ソ
〔
十
九

ウ
〕

45

③
ハ
ラ

貼
と
、
バ
ラ

貼
と

韋
カ
ハ
ラ

貼
ト
ナ
イ
テ
涙
ヲ
コ
ホ
イ
タ
ソ
〔
四
十
三

ウ
〕

34

手
テ
カ
ツ
コ
ヲ
打
タ
声
ハ
バ
ラ

貼
ト
夕
立
ダ
チ
ニ
ワ
カ
雨
ノ
フ
ル
ヲ
ト
ノ
ヤ
ウ
ナ
ト
云
タ
ソ
〔
五

オ
〕

63

④
ハ
ラ
リ
と
、
バ
ラ
リ
と

石
ハ
カ
タ
ウ
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
カ
打
ハ
ハ
ラ
リ
ト
ク
タ
ケ
テ
チ
ル
ソ
〔
一
〇

オ
〕

50

ソ
コ
テ
琴
ヲ
バ
ラ
リ
ト
ヒ
イ
タ
ソ
〔
一
〇
５
ウ
〕

〔
課
題
〕

他
に
、
「
キ
ラ
リ
と
」
―
「
ギ
ラ
リ
と
」
。
「
キ
リ

貼
と
」
―
「
ギ
リ

貼
と
」
。
「
ク
ナ

貼
と
」
―
「
グ
ナ

貼

と
」
。「
サ
ッ
と
」
―
「
ザ
ツ
と
」
。「
シ
ツ
ト
リ
と
」
―
「
ジ
ッ
ト
リ
と
」
。「
シ
ヤ
リ

貼
と
」
―
「
ジ
ヤ
リ

貼
と
」
。

「
タ
ラ
リ
と
」
―
「
ダ
ラ
リ
と
」
。
「
ト
ロ

貼
と
」
―
「
ド
ロ

貼
と
」
。
「
ハ
ツ
と
」
―
「
バ
ツ
と
」
。
「
フ
ラ
リ
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貼
と
」
―
「
ブ
ラ
リ

貼
と
」
な
ど
の
清
濁
両
語
の
組
み
合
わ
せ
が
存
在
す
る
。
此
等
の
語
を
実
際
に
近
現
代
語
の

作
品
資
料
を
中
心
に
し
て
ご
自
身
で
調
査
し
て
み
よ
う
。

補
注

一
一
四

伴
大
納
言
（
ば
ん
の
だ
い
な
ご
ん
）
燒
（
く
）
應
天
門
（
お
う
て
ん
も
ん
を
）
事
［
巻
十
・
一
］

今
は
昔
、
水
（
み
）
の
尾
（
を
）
の
御
門
（
み
か
ど
）
の
御
時
に
、
應
天
門
や
け
ぬ
。
人
の
つ
け
た
る
に
な
ん
あ
り

け
る
。
そ
れ
を
、
伴
善
男
と
い
ふ
大
納
言
、
「
こ
れ
は
信
（
ま
こ
と
）
の
大
臣
（
お
と
ゞ
）
の
し
わ
ざ
な
り
」
と
、
お

ほ
や
け
に
申
し
（
ま
う
し
）
け
れ
ば
、
そ
の
大
臣
（
お
と
ゞ
）
を
罪
（
つ
み
）
せ
ん
と
せ
さ
せ
給
う
（
ふ
）
け
る
に
、

忠
仁
公
、
世
の
政
は
御
お
と
う
と
の
西
三
条
の
右
大
臣
に
ゆ
づ
り
て
、
白
川
に
こ
も
り
ゐ
る
給
へ
る
時
に
て
、
此
（
こ

の
）
事
を
聞
き
（
き
ゝ
）
お
ど
ろ
き
給
（
た
ま
ひ
）
て
、
御
烏
帽
子
直
（
ひ
た
）
垂
（
た
れ
）
な
が
ら
、
移
（
う
つ
し
）

の
馬
に
乘
給
（
の
り
た
ま
ひ
て
）
乘
（
の
り
）
な
が
ら
北
の
陣
（
ぢ
ん
）
ま
で
お
は
し
て
、
御
前
に
参
り
給
（
た
ま
ひ
）

て
、
「
こ
の
こ
と
、
申
（
ま
う
す
）
人
の
讒
言
に
も
侍
ら
ん
。
大
事
に
な
さ
せ
給
（
た
ま
ふ
）
事
、
い
と
こ
と
や
う
の

こ
と
な
り
。
か
ゝ
る
事
は
、
返
々
（
か
へ
す
が
へ
す
）
よ
く
た
ゞ
す
て
、
ま
こ
と
、
空
事
（
そ
ら
ご
と
）
あ
ら
は
し
て
、

お
こ
な
は
せ
給
（
た
ま
ふ
）
べ
き
な
り
」
奏
（
そ
う
）
し
給
（
た
ま
ひ
）
け
れ
ば
、
ま
こ
と
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
た
ゞ

さ
せ
給
（
た
ま
ふ
）
よ
し
仰
（
お
ほ
せ
）
よ
」
と
あ
る
宣
旨
う
け
た
ま
は
り
て
ぞ
、
大
臣
（
お
と
ゞ
）
は
か
へ
り
給
（
た

ま
ひ
）
け
る
。

左
の
大
臣
（
お
と
ゞ
）
は
、
す
ぐ
し
た
る
事
も
な
き
に
、
か
ゝ
る
よ
こ
ざ
ま
の
罪
（
つ
み
）
に
あ
た
る
を
、
お
ぼ
し

な
ぎ
て
、
日
の
裝
束
し
て
、
、
庭
に
あ
ら
ご
も
を
し
き
て
、
い
で
て
、
（
ゝ
）
天
道
（
て
ん
た
う
）
に
う
た
へ
申
（
ま

う
し
）
給
（
た
ま
ひ
）
け
る
に
、
ゆ
る
し
給
ふ
御
使
に
、
頭
中
將
（
と
う
の
ち
ゅ
う
じ
ゃ
う
）
、
馬
に
の
り
な
が
ら
、

は
せ
ま
う
で
け
れ
ば
、
い
そ
ぎ
罪
せ
ら
る
ゝ
使
ぞ
と
心
得
て
、
ひ
と
家
な
き
の
ゝ
し
る
に
、
ゆ
る
し
給
（
た
ま
ふ
）
よ
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し
お
ほ
せ
か
け
て
歸
（
か
へ
り
）
ぬ
れ
ば
、
又
、
よ
ろ
こ
び
泣
（
な
）
き
お
び
た
ゞ
し
か
り
け
り
。
ゆ
る
さ
れ
給
（
た

ま
ひ
）
に
け
れ
ど
、「
お
ほ
や
け
に
つ
か
ま
つ
り
て
は
、
よ
こ
ざ
ま
の
罪
い
で
來
（
き
）
ぬ
べ
か
り
け
り
」
と
い
ひ
て
、

こ
と
に
、
も
と
の
や
う
に
、
宮
づ
か
へ
も
し
給
は
ざ
り
け
り
。

此
（
こ
の
）
こ
と
は
、
過
（
す
ぎ
）
に
し
秋
の
比
（
こ
ろ
）
右
兵
衛
の
舎
人
（
と
ね
り
）
な
る
も
の
、
東
の
七
条
に
住

（
す
み
）
け
る
が
、
つ
か
さ
に
参
り
て
、
夜
更
（
ふ
け
）
て
、
家
に
歸
る
と
て
、
應
天
門
の
前
を
通
（
と
を
）
り
け
る

に
、
人
の
け
は
ひ
し
て
さ
さ
め
く
。
廊
（
ら
う
）
の
腋
（
わ
き
）
に
か
く
れ
立
（
た
ち
）
て
見
れ
ば
、
柱
（
は
し
ら
）

よ
り
か
ゝ
ぐ
り
お
る
ゝ
者
有
（
あ
り
）
。
あ
や
し
く
て
見
（
み
）
れ
ば
伴
大
納
言
也
。
次
に
子
な
る
人
お
る
。
又
つ
ぎ

に
、
雑
色
（
ざ
う
し
き
）
と
よ
清
と
云
（
い
ふ
）
者
お
る
。
何
わ
ざ
し
て
、
お
る
ゝ
に
か
あ
ら
ん
と
、
露
（
つ
ゆ
）
心

も
得
（
え
）
で
み
る
に
、
こ
の
三
人
、
走
（
は
し
）
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
南
の
朱
雀
門
ざ
ま
に
行
（
ゆ
く
）
程
に
、

二
条
堀
川
の
ほ
ど
行
（
ゆ
く
）
に
、
「
大
内
の
か
た
に
火
あ
り
」
と
て
、
大
路
の
ゝ
し
る
。
み
か
へ
り
て
み
れ
ば
、
内

裏
（
だ
い
り
）
の
方
と
み
ゆ
。
走
（
は
し
）
り
歸
（
か
へ
り
）
た
れ
ば
、
應
天
門
の
な
か
ら
ば
か
り
、
燃
（
も
）
え
た

る
な
り
け
り
。
こ
の
あ
り
つ
る
人
ど
も
は
、
こ
の
火
つ
く
る
と
て
、
の
ぼ
り
た
り
け
る
な
り
と
心
得
て
あ
れ
ど
も
、
人

の
き
は
め
た
る
大
事
な
れ
ば
、
あ
へ
て
口
よ
り
外
（
ほ
か
）
に
い
だ
さ
ず
。
そ
の
後
（
ゝ
ち
）
、
左
の
大
臣
（
お
と
ゞ
）

の
し
給
へ
る
事
と
て
、
「
罪
（
つ
み
）
か
う
ぶ
り
給
（
た
ま
ふ
）
べ
し
」
と
い
ひ
の
ゝ
し
る
。
あ
は
れ
、
し
た
る
人
の

あ
る
も
の
え
お
、
い
み
じ
い
こ
と
か
な
と
思
へ
ど
、
い
ひ
い
だ
す
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
い
と
ほ
し
と
思
ひ
あ
り
く
に
、

「
大
臣
（
お
と
ゞ
）
ゆ
る
さ
れ
ぬ
」
と
聞
け
ば
、
罪
（
つ
み
）
な
き
こ
と
は
遂
（
つ
ゐ
）
に
の
が
る
ゝ
も
の
な
り
け
り

と
な
ん
思
（
お
も
ひ
）
け
る
。

か
く
て
九
月
斗
（
ば
か
り
）
に
な
り
ぬ
。
か
ゝ
る
程
に
、
伴
大
納
言
の
出
納
（
し
ゅ
つ
な
ふ
）
も
家
の
幼
（
お
さ
な
）

き
子
と
、
舎
人
が
小
童
と
い
さ
か
ひ
を
し
て
、
出
納
の
ゝ
し
れ
ば
同
じ
く
出
（
い
）
で
て
（
ゝ
）
、
み
る
に
、
よ
り
て

ひ
き
は
な
ち
て
、
我
（
わ
が
）
子
を
ば
家
に
入
（
い
れ
）
て
、
こ
の
舎
人
（
と
ね
り
）
が
子
の
か
み
を
と
り
て
、
う
ち
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ふ
せ
て
、
死
（
し
）
ぬ
ば
か
り
ふ
む
。
舎
人
（
と
ね
り
）
思
ふ
や
う
、
わ
が
子
も
ひ
と
の
子
（
こ
）
も
、
と
も
に
童
部

い
さ
か
ひ
な
り
。
た
ゞ
さ
で
は
あ
ら
で
、
わ
が
子
を
し
も
か
く
情
（
な
さ
け
）
な
く
ふ
む
は
、
い
と
あ
し
き
こ
と
な
り

と
腹
だ
ゝ
し
う
て
、
「
ま
う
と
は
、
い
か
で
情
（
な
さ
け
）
な
く
、
幼
（
お
さ
な
）
き
も
の
を
か
く
は
す
る
ぞ
」
と
い

へ
ば
、
出
納
い
ふ
や
う
、
「
お
れ
は
何
事
い
ふ
ぞ
。
舎
人
（
と
ね
り
）
だ
つ
る
。
お
れ
ば
か
り
の
お
ほ
や
け
人
を
、
わ

が
う
ち
た
ら
ん
に
、
何
事
の
あ
る
べ
き
ぞ
。
わ
が
君
大
納
言
殿
の
お
は
し
ま
せ
ば
、
い
み
じ
き
あ
あ
ま
ち
を
し
た
り
と

も
、
何
ご
と
の
出
（
い
）
で
え
く
べ
き
ぞ
。
し
れ
ご
と
い
ふ
か
た
ゐ
か
な
」
と
い
ふ
に
、
舎
人
（
と
ね
り
）
、
お
ほ
き

に
腹
（
は
ら
）
だ
ち
て
、
「
お
れ
は
な
に
ご
と
い
ふ
ぞ
「
わ
が
主
（
し
う
）
は
、
我
口
（
わ
が
く
ち
）
に
よ
り
て
人
に

て
も
お
は
す
る
は
知
ら
ぬ
か
。
わ
が
口
あ
け
て
は
、
を
の
が
主
（
し
う
）
は
人
に
て
あ
り
な
ん
や
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、

出
納
は
腹
（
は
ら
）
だ
ち
さ
し
て
家
に
は
ひ
入
る
（
い
り
）
に
け
り
。

こ
の
い
さ
か
ひ
を
み
る
と
て
、
里
隣
（
さ
と
と
な
り
）
の
人
、
市
（
い
ち
）
を
な
し
て
聞
き
（
き
ゝ
）
け
れ
ば
、
い
か

に
い
ふ
こ
と
に
か
あ
ら
ん
と
思
（
お
も
ひ
）
て
、
あ
る
は
妻
子
（
め
こ
）
に
か
た
り
、
あ
る
は
つ
ぎ
つ
ぎ
か
た
り
ち
ら

し
て
、
い
ひ
さ
わ
ぎ
け
れ
ば
、
世
に
ひ
ろ
ご
り
て
、
お
ほ
や
け
ま
で
き
こ
し
め
し
て
、
舎
人
を
召
（
め
）
し
て
問
（
と
）

は
れ
け
れ
ば
、
は
じ
め
は
あ
ら
が
ひ
け
れ
ど
も
、
わ
れ
も
罪
か
う
ぶ
り
ぬ
べ
く
と
い
は
れ
け
れ
ば
、
あ
り
の
き
だ
り
の

こ
と
を
申
（
ま
う
し
）
て
け
り
。
そ
の
後
（
ゝ
ち
）
、
大
納
言
も
問
（
と
）
は
れ
な
ど
し
て
、
こ
と
あ
ら
は
れ
て
の
後

な
ん
流
さ
れ
け
る
。

應
天
門
を
や
き
て
、
信
（
ま
こ
と
）
の
大
臣
に
お
ほ
せ
て
、
か
の
大
臣
（
お
と
ゞ
）
を
罪
（
つ
み
）
せ
さ
せ
て
、
一

の
大
納
言
な
れ
ば
、
大
臣
に
な
ら
ん
と
か
ま
へ
け
る
こ
と
の
、
か
へ
り
て
わ
が
身
罪(

つ
み)

せ
ら
れ
け
ん
、
い
か
に
く

や
か
り
け
ん
。

〔
梗
概
〕
水
尾
帝
（
清
和
天
皇
）
の
御
時
、
応
天
門
が
焼
け
た
。
そ
の
時
、
大
納
言
・
伴
善
男
が
「
こ
れ
は
左
大
臣
・
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源
信
の
仕
業
で
す
」
と
申
し
出
た
。
す
る
と
、
右
大
臣
藤
原
良
相
の
兄
の
忠
仁
公
（
太
政
大
臣
・
藤
原
良
房
）
が
白
川

か
ら
駆
け
つ
け
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ
く
よ
く
調
べ
て
か
ら
対
処
な
さ
い
ま
す
よ
う
に
と
清
和
天
皇
に
奏
上
。
頭

中
将(

藤
原
基
経)

の
働
き
も
あ
っ
て
、
源
信
に
関
し
て
の
取
り
調
べ
は
保
留
に
な
る
。
そ
し
て
秋
頃
、
右
兵
衛
の
舎
人

が
、
応
天
門
が
焼
け
た
直
前
、
門
の
前
か
ら
伴
善
男
と
そ
の
息
子(

伴
中
庸)

、
そ
れ
に
雑
色
の
と
よ
清
の
三
人
が
駆
け

出
し
て
来
た
の
を
見
た
と
申
し
出
た
。
こ
の
舎
人
は
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
と
思
い
黙
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
時
大

納
言
の
出
納
の
家
の
子
供
と
自
分
の
子
供
が
喧
嘩
を
し
て
、
自
分
の
子
供
が
死
に
そ
う
な
ほ
ど
痛
め
つ
け
ら
れ
る
事
件

が
あ
っ
た
。
抗
議
を
し
に
行
く
と
、
出
納
は
自
分
の
主
人
は
大
納
言
だ
ぞ
と
威
張
っ
て
、
謝
ろ
う
と
も
し
な
い
。
そ
こ

で
腹
を
立
て
自
分
は
応
天
門
の
こ
と
を
知
っ
て
る
ん
だ
ぞ
と
言
う
。
す
る
と
、
そ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
た
近
所
の

人
々
が
噂
に
噂
を
重
ね
、
や
が
て
お
上
の
耳
に
届
い
た
。
そ
こ
で
、
役
人
が
そ
の
舎
人
を
呼
び
だ
し
て
、
応
天
門
の
事

件
に
つ
い
て
何
を
知
っ
て
い
る
の
か
問
い
た
だ
し
た
所
、
そ
の
日
火
事
の
起
き
る
直
前
に
伴
善
男
ら
を
見
た
こ
と
を
語

る
。
か
く
し
て
、
伴
善
男
ら
は
処
分
を
受
け
て
流
刑
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。


